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１ ２０１５年３月期 決算概要

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
（e）は、前回予想（２０１５年１月公表値）

１．２０１５年３月期 決算概要
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２０１５年３月期決算（ハイライト）

（億 ）

２０１５年３月期実績
増減額 増減額

前期比 前回予想比

増減率 増減率

（億円）

売 上 高 ６,３７５

営業利益 ４４１

△１６

＋１３７

△７５

＋３１

△０％

＋４５％

△１％

＋８％営業利益

経常利益

４４１

４２２ ＋１１１ ＋２７

＋３１

＋３６％ ＋７％

当期利益 ２８１ ＋１０１ ＋１７

一株利益 ２０４円５２銭 ＋７３円４１銭 ＋１２円５７銭

＋５６％ ＋７％

一株配当 ４５円００銭 ＋１５円００銭 ±０円００銭

ＲＯＥ ９ ８％ ２ ８％ ＋０ ６％ＲＯＥ ９.８％ ＋２.８％ ＋０.６％

ＦＣＦ ２４９ ＋１３３ ＋９９
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２０１５年３月期決算（セグメント別 売上高・営業利益）

（億円）

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益
前年同期比

１５/３１５/３(e)１４/３ 偏差

売上高 営業利益

電子デバイス
システム

１,１７３ ２０５ １,２６８ １８０ １,２４５ １７２ ＋６％ △１６％

売上高 営業利益

ファインテック
システム

科学 医用

１７２ △７２ ９９ △４ １００ △７ △４２％ ―％
（＋６６億円）

科学・医用
システム

産業・ＩＴ
シ テム

１,５０４

９３３

１８１

６

１,６３０

８４１

２２６

３

１,６４１

８４９

２５０

１

＋９％

△９％

＋３８％

△８２％システム

先端産業
部材

９３３

２,６７０

６

２２

８４１

２,６４３

３

２５

８４９

２,５８９

１

２２

△９％

△３％

△８２％

±０％

６,３９１ ３０４ ６,４５０ ４１０ ６,３７５ ４４１全社合計 △０％ ＋４５％
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（注）（e）は、前回予想（２０１５年１月公表値）
全社合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１５年３月期決算（偏差説明）

売上高・営業利益 偏差説明（２０１４年３月期累計比較）

売上高 （６,３９１億円 → ６,３７５億円 △１６億円）

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 医用分析装置の新興国市場向け販売増および米国市場向け
パッケージ販売増等により１３８億円増加

産 業 ・ I T シ ス テ ム ： 米国顧客向け携帯電話の販売減等により８５億円減少

先 端 産 業 部 材 ： エレクトロニクス関連部材の販売減等により８２億円減少

営業利益 （３０４億円 → ４４１億円 ＋１３７億円）

レクト クス関連部材の販売減等により８２億円減少

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 売上高と同様の理由により６９億円増加

ファインテックシステム： 事業構造改革効果等により６６億円増加
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２０１５年３月期決算（前期比増減要因：営業利益）

500
売上拡大・

（億円）

500 

事業構造改革

為替影響

＋55

原価低減他

＋45* 441

304 成長戦略投資

△48

事業構造改革

＋85

250 

* Ｓｍａｒｔ Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｐｒｏｊｅｃｔ効果 ＋４１億円を含む

0 

１４/３ １５/３
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２０１５年３月期決算（貸借対照表〔要約〕）

流動資産 ４,１９７ ＋４２７ 流動負債 １,８８８ ＋１７９

２０１５年３月末 （億円） １４/３末比１４/３末比

現預金、関係会社預け金 １,５４２ ＋１９５ 支払手形および買掛金 １,２２１ ＋１６４

受取手形および売掛金 １,３８３ ＋３２ その他 ６６７ ＋１５

たな卸資産 ８９７ 固定負債たな卸資産 ８９７ ＋１４５ 固定負債 ４５５ △５６

その他 ３７５ ＋５４ 退職給付に係る負債 ４３７ △５６

固定資産 １ １６９ △１０ その他 １７ △１固定資産 １,１６９ △１０ その他 １７ △１

有形固定資産 ７５２ ＋１ 純資産 ３,０２３ ＋２９４

無形固定資産 １２６ △４ 株主資本 ２ ９９４ ＋２２６無形固定資産 １２６ △４ 株主資本 ２,９９４ ＋２２６

投資その他の資産 ２９２ △６
その他の包括利益
累計額合計 ２３ ＋６６

少数株主持分 ６ ＋１

資産合計 ５,３６６ ＋４１７ 負債および純資産合計 ５,３６６ ＋４１７
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・ １株当たり純資産：２,１９３円４８銭（前期比 ＋２１２円４８銭）



２０１５年３月期決算（キャッシュ・フロー計算書〔要約〕）

営業活動による
キャッシュ・フロー

３４５
財務活動による
キャッシュ・フロー

△５５

１５/３ １５/３（億円）

税引前利益 ＋４０１ 配当金の支払 △５５

減価償却費 ＋１０８ その他 △０

運転資金 ＋１１ 換算差額 ＋１５

法人税等支払額 △１２４

その他 △５１

投資活動による
キ シ

△９５
１５/３キャッシュ・フロー

△９５

有価証券の取得・売却 ＋９

固定資産取得 売却 △１３１

現金および現金同等物

期首残高 １ ３３６

１５/３

固定資産取得・売却 △１３１

その他 ＋２７

期首残高 １,３３６

増減額 ＋２１０
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フリー・キャッシュ・フロー ２４９ 期末残高 １,５４６



２ 経営方針２．経営方針
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ビジョン・経営戦略

２０２０年に向けた長期経営戦略：ＣＳ１１ （Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ Ｓｔｒａｔｅｇｙ ２０１１）

ハイテク・ソリュ ション事業におけるグロ バルトップをめざす企業ビジョン企業ビジョン ハイテク・ソリューション事業におけるグローバルトップをめざす企業ビジョン企業ビジョン

最先端・最前線の事業創造企業としてお客様と共に先頭を走る戦略ステートメント戦略ステートメント

お客様が最先端・最前線の事業創造企業にお客様が最先端・最前線の事業創造企業に
ミッションミッション

なっていただくために最大限の貢献なっていただくために最大限の貢献

“To Turn Our Customers into Fast“To Turn Our Customers into Fast--moving, Cuttingmoving, Cutting--edge Businesses”edge Businesses”

Copyright©2015 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 11
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事業ドメイン

バイオ・
ヘルスケア

バイオ・
ヘルスケア

最先端・最前線
グローバル顧客・市場

最注力分野として
重点投資

■既存事業拡大、新分野・新事業積極展開
体外診断事業、バイオ関連事業、
ライフインフォマティクス

先端産業
システム
先端産業
システム

バイオ・
ヘルスケア

バイオ・
ヘルスケア

グ 顧客 市場 重点投資

社会・産業
インフラ

社会・産業
インフラ

ライフインフォマティクス

社会・産業
インフラ

社会・産業
インフラ

テテ

当社コアコンピタンス
として強化インフラインフラ

■基盤ソリューションの更なる活用
社会・産業を支える科学システム・商事事業、

として強化

先端産業先端産業

再生可能エネルギー等狭義の社会インフラ事業
ハイテク・ソリューション提供

コア・コンピタンス
事業創造力

選択と集中による先端産業
システム
先端産業
システム

■最先端・成長領域に特化
注力 半導体評価装置事業 プロセス製造装置事業

事業創造力

グローバル営業・
調達力

技術開発・製造・
サービス力

収益性改善

Copyright©2015 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 12

注力： 半導体評価装置事業・プロセス製造装置事業
撤退： チップマウンタ事業・ボンダ事業

（商事機能） （メーカー機能）



経営方針

１．
成長分野へのリソースシフトによる事業ポートフォリオ強化

２
事業領域・地域特性を踏まえたグローバル成長戦略の加速

２．

３
お客様視点での事業創造力の強化

３．
お客様視点 事業創造力 強化

全体最適意識の浸透による自律分散型組織運営の実行

“Challenge to Change” (変革への挑戦)

全体最適意識の浸透による自律分散型組織運営の実行

お客様の個別化ニーズにきめ細かく応えるべく、
高度に専門化の進んだソリ シ ンビジネスを推進

Copyright ©2015 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 13

高度に専門化の進んだソリューションビジネスを推進



３ ２０１６年３月期 業績予想３．２０１６年３月期 業績予想

※ ２０１５年３月期の有価証券報告書における連結財務諸表から、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）を※ ２０１５年３月期の有価証券報告書における連結財務諸表から、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）を
任意適用することとしております。このため、２０１６年３月期の連結業績予想はＩＦＲＳに基づき
作成しており、従来の開示内容を一部変更しております。

Copyright ©2015 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 14



２０１６年３月期業績予想（ハイライト）

（億 ）

２０１６年３月期予想
＜ＩＦＲＳ＞

（億円）

前期比（概算比較）２０１５年３月期実績
＜ＩＦＲＳ＞（概算）*1 増減額 増減率

売上収益 ６,７７０

税引前利益 ４６０

＋３９０

＋３０

＋６％

＋７％

６,３８０

４３０

当期利益 ３４４ ＋４４ ＋１５％３００

ＥＢＩＴ*2 ４５８ ＋３３ ＋８％４２５

一株利益 ２５０円１２銭 ＋３１円９９銭２１８円１３銭

ＥＢＩＴ*2 ４５８ ＋３３ ＋８％４２５

一株配当 ５５円００銭

ＲＯＥ １０.５％

＋１０円００銭

±０％

４５円００銭

１０.５％

・想定レート：１ＵＳＤ＝１１５円 １ＥＵＲ＝１３０円

ＲＯＥ １０.５％

ＦＣＦ １６０

０％

△９０

１０.５％

２５０
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想定レ ト：１ＵＳＤ １１５円、１ＥＵＲ １３０円

15

*2 ＥＢＩＴ （Ｅａｒｎｉｎｇｓ ｂｅｆｏｒｅ ｉｎｔｅｒｅｓｔ ａｎｄ ｔａｘｅｓ） : 税引前利益から受取利息及び支払利息を除外した数値

*1 ２０１５年３月期実績については概算で表示しております。



２０１６年３月期業績予想（セグメント別）

（億円）

売上収益 税引前利益

２０１６年３月期予想＜ＩＦＲＳ＞

電子デバイス
システム

１,１３８ １９５

ファインテック
システム

科学・医用

１６１

１ ６８１

４

２３３
科学 医用
システム

産業・ＩＴ
システム

１,６８１

８６４

２３３

９
システム

先端産業部材 ２,９６０ ３９

６,７７０ ４６０全社合計
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（注） 全社合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



４ セグメント別事業戦略４． セグメント別事業戦略

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
（e）は今回予想（ ）は今回予想
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事業戦略（電子デバイスシステム①）

事業環境

■ ２０１４年度は、モバイル関連機器（スマートフォン、タブレット）やＳＳＤの成長により、ＡＳＳＰ、
ＤＲＡＭ ＮＡＮＤが堅調に推移し 前工程装置市場も前年度並みを維持ＤＲＡＭ、ＮＡＮＤが堅調に推移し、前工程装置市場も前年度並みを維持

■ ２０１５年度も、モバイル関連機器を中心にロジック・メモリー向け投資が堅調に推移する予想だが、
一部顧客の投資時期など、今後の動向に不透明な部分も見込まれる

ビジョン・基本戦略

■ 先端デバイス市場は、三次元構造や新材料向けの新たなニーズの創出により、新規ビジネス機会
が期待される

ビジョン 基本戦略

１. ビジョン

先端産業分野における新たな価値を顧客と共に追求し創造する

２. 基本戦略

①コア技術強化によるグローバルトップ製品の提供
・トップ性能の新型装置を開発・投入しシェア維持・拡大・トップ性能の新型装置を開発・投入しシェア維持・拡大

②新しい価値創造による新分野への事業展開
・新たな顧客ニーズに対応した製品強化により新工程を獲得
（３Ｄ-ＮＡＮＤ向け計測装置・エッチング装置、アッシング装置）

Copyright ©2015 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 18

（３Ｄ ＮＡＮＤ向け計測装置 ッチング装置、アッシング装置）

③サービス、システムソリューション事業の拡大
アッシング装置 ＨＳ-９０５０



事業戦略（電子デバイスシステム②）

売上収益の推移 １５年度の具体的な取り組み

（億円）
■ 多重露光、三次元構造、新材料に対応した

ソリ シ ン提供による顧客価値最大化

1,400 

1,245

前期比*

＋７％
後工程・実装装置

ソリューション提供による顧客価値最大化
・プラットフォームをベースに
新製品ラインアップを強化

・検査・計測アプリケーションを拡充
186

＋２０％ 評価装置

1,138
検査 計測アプリケ ションを拡充

エッチングプラットフォーム
９０００シリーズ

513 613

700 

＋２０％ 評価装置

■ 国内外開発拠点拡充による顧客対応力強化
・海外エンジニアリングサイト（米国、台湾）における

顧客密着型開発

546 522
△４％

プロセス
製造装置

顧客密着型開発
・顧客と協業できるセキュアな
環境を整備し、次世代製品を
先行開発
（新ラボ：ＭＩＣ那珂 設置）

0 
15/3 16/3(e)

＜日本基準＞＜ＩＦＲＳ＞

（新ラボ：ＭＩＣ那珂*1設置）

■ サービス品質の向上および
ＣＩＰ*2推進によるサービス事業拡大

ＭＩＣ那珂
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* 後工程・実装装置含まず *1 ＭＩＣ那珂：Ｍｅｔｒｏｌｏｇｙ ａｎｄ Ｉｎｓｐｅｃｔｉｏｎ Ｃｅｎｔｅｒ 那珂
*2 ＣＩＰ：Ｃｏｎｔｉｎｕｅｄ Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ Ｐｌａｎ

ＣＩＰ*2推進によるサ ビス事業拡大



事業戦略（ファインテックシステム）

ビジョン・基本戦略

１．社会インフラ検査・産業インフラ関連の伸長分野での事業拡大

２ ピタ （光計測 像処理技術等）強化 る事業 高付加価値化２．コアコンピタンス（光計測、画像処理技術等）強化による事業の高付加価値化

３．サービス事業の拡大（ビッグデータ解析等の付加価値提供）

売上収益の推移 １５年度の具体的な取り組み

■ 社会インフラ検査事業
・鉄道検測
営業車搭載検測装置の拡販

売上収益の推移 １５年度の具体的な取り組み

200 

前期比

＋６０％
（億円）

営業車搭載検測装置の拡販、
製品ラインアップ拡充、
海外展開の推進
・送電線検査、道路・橋梁他

新幹線電気・軌道総合検測車
イーストアイ （ＪＲ東日本提供）

産業

161

今後ニーズが拡大される社会インフラ検査領域の開拓

■ 産業インフラ事業
・自動車関連設備の事業拡大

66

117100 
100 ＋７６％

社会

産業
インフラ

・自動車関連設備の事業拡大
・ロボット技術活用、分析・検査技術分野等への展開
による高付加価値自動化設備の提供34 44

0

社会
インフラ
検査＋３０％
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■ サービス事業
生産性・品質向上提案によるポストセールス展開

20

0 
15/3 16/3(e)

＜日本基準＞＜ＩＦＲＳ＞



事業戦略（科学・医用システム （科学システム事業①））

事業環境

■ 電子顕微鏡
環境・新エネルギ 新材料 ライフサイエンスなどの最先端分野において 超高分解能観察への環境・新エネルギー、新材料、ライフサイエンスなどの最先端分野において、超高分解能観察への
ニーズに加え、精度の高い前処理や高感度な分析能力を持つ装置の需要が拡大

■ 科学機器
環境・新エネルギー、新材料、ライフサイエンスなどの最先端分野のサンプルに対応する、
高精度でスループットの高い専用装置の需要が拡大

ビジョン・基本戦略

１ 電子顕微鏡事業 おけるグ バ ト プをめざす１．電子顕微鏡事業におけるグローバルトップをめざす

・製品ラインアップの強化
・顧客市場規模の大きい環境・新エネルギー、

ラインアップ強化：

高い分析能力と
卓越した操作性
を持つＦＥ-ＳＥＭ

新材料、ライフサイエンス分野への拡販

２．科学機器のグローバルメジャープレーヤーをめざす

ラインアップ強化：
ショットキー走査電子顕微鏡
ＳＵ５０００

・無機分析、有機分析装置のラインアップ拡充
・顧客ニーズを反映した専用機の開発強化と拡販
・グローバルマーケティング力強化による
海外販売の拡大 専用機の開発例

微小金属異物
混入原因を特定
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海外販売の拡大 専用機の開発例：
Ｘ線異物解析装置(ＬｉＢ用) 
ＥＡ８０００



事業戦略（科学・医用システム （科学システム事業②））

売上収益の推移 １５年度の具体的な取り組み

（億円） 【電子顕微鏡】
ボ ムゾ 戦略的新製品 投 拡販と

700 

前期比

＋９％

601

■ ボリュームゾーンへの戦略的新製品の投入・拡販と
継続的な開発促進

≪２０１４年度市場投入済の新製品≫

248
265

551

＋７％ 科学機器

①ショットキー走査電子顕微鏡 ＳＵ５０００
②ＦＩＢ-ＳＥＭ複合(トリプルビーム)装置 ＮＸ２０００
③卓上顕微鏡 ＴＭ３０３０Ｐｌｕｓ

248

350 

電子

【科学機器】
■ 液体クロマトグラフ用新型

質量検出器の投入による

304 336
＋１１％

電子
顕微鏡

質量検出器の投入による
ライフサイエンス分野への
拡販

高速液体クロマトグラフ
Ｃｈｒｏｍａｓｔｅｒ® ５６１０質量検出器

0 
15/3 16/3(e)

＜日本基準＞＜ＩＦＲＳ＞

■ リチウムイオン電池／燃料電池用異物検査装置の
拡販による環境・新エネルギー分野の深耕

■ グローバルマーケティング強化と販売網活用による

Copyright ©2015 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 22

■ グローバルマーケティング強化と販売網活用による
ワールドワイドでの拡販



事業戦略（科学・医用システム （バイオ・メディカル事業①））

事業環境

■ 生化学・免疫検査市場
欧州：南欧債務危機以来 装置更新サイクルが長期化傾向欧州：南欧債務危機以来、装置更新サイクルが長期化傾向
米国：医療保険制度改革の立ち上がりによりテスト数は増加傾向にあるが、装置需要の伸びは限定的
中国：市場全体の成長を牽引しているが、政府の国産優遇策拡大により輸入製品導入の減少が懸念

■ 新規事業分野
コンパニオン診断など遺伝子検査市場の拡大が期待

ビジョン・基本戦略

生 学 免疫検査事業１．生化学・免疫検査事業

新型検体検査自動化システムと
モジュール方式自動分析装置の

単位：百万米ドル■体外診断市場（２０１３年）

パッケージによるシステムソリューション
ビジネスの推進

２ 細菌 遺伝子検査市場への参入２．細菌、遺伝子検査市場への参入

・イノベーティブな技術・製品の開発を
強化・推進
・グロ バルで強い試薬会社とのＳＣＢ
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・グローバルで強い試薬会社とのＳＣＢ*

＊ＳＣＢ：Ｓｙｓｔｅｍ Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ※Ｋａｌｏｒａｍａ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ社データを参考に当社推定



事業戦略（科学・医用システム （バイオ・メディカル事業②））

（億円）

売上収益の推移 １５年度の具体的な取り組み

■ 検体検査自動化システムによる囲い込み

1,200 

前期比

△１％

1,090

＋５％
バイオ製品
その他

1,080

２０年以上にわたり培った検査業務効率化ノウハウと
エンジニアリング力の世界展開推進

・ｃｏｂａｓ８１００形自動化システムの米国市場投入による
126 132

＋５％ その他 大形・中形自動分析装置とのパッケージ販売推進
・設計開発責任者の中国駐在によるソリューション提案力
強化、市場ニーズの製品開発フィードバックの迅速化

964 947

600 

△２％
メディカル
製品

ｃｏｂａｓ８１００
検体検査自動化

システム

■ 細菌、遺伝子検査技術・製品の開発強化

・米国Ｎａｎｏｓｐｈｅｒｅ社製迅速細菌検査システムの

0 
15/3 16/3(e)

＜日本基準＞＜ＩＦＲＳ＞

米国 ｐ 社製迅速細菌検査シ テ の
国内販売立ち上げ

・前処理および分析(遺伝子の増幅・検出)の
完全自動化装置を開発
遺伝子検査市場をタ ゲットとした

Copyright ©2015 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 24

・遺伝子検査市場をターゲットとした
次世代ＤＮＡシーケンサの開発



事業戦略（産業・ＩＴシステム）

ビジョン・基本戦略

１. ビジョン：産業・ＩＴ分野のオンリー・ワン・ソリューションプロバイダーをめざす

売上収益の推移 １５年度の具体的な取り組み

２.  基本方針：「高い専門性」「新しい価値創造」「高い信頼関係」「日立Ｇｒ.協業」を基本にＣＳ向上を図る

1,000 

売上収益の推移

（億円）

＋２％
前期比

１５年度の具体的な取り組み

■ 自動車関連製造装置および機器・コンポーネント
販売の拡大

349
300

ICT
ｿﾘｭｰｼｮﾝ△１４％

849 864
■ 工業計器・計装システムにおける新製品開発

■ 太陽光ＥＰＣ*案件および関連部材の販売拡大

565

500 

産業
ｿﾘｭｰｼｮﾝ＋１３％

■ ＩｏＴ分野におけるソリューションビジネスの拡大

■ グローバル展開の推進

499
565

0

ｿﾘ＋１３％

差圧伝送器

ＥＤＲ-Ｎ８
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0 
15/3 16/3(e)

＜ＩＦＲＳ＞＜日本基準＞ * ＥＰＣ：Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ, Ｐｒｏｃｕｒｅｍｅｎｔ ａｎｄ Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ

ＥＤＲ-Ｎ８



事業戦略（先端産業部材）

ビジョン・基本戦略

１．ビジョン： グローバルフィールドで工業材料分野に強い専門商社

売上収益の推移 １５年度の具体的な取り組み

２．基本方針： ①顧客密着型営業 ②事業投資戦略の推進
③サプライチェーンソリューション（ＳＣＳ）の確立と展開

340
3,000 

売上収益の推移

（億円）

機能化学品
その他△４％

＋１４％
前期比

１５年度の具体的な取り組み

2,960
(3,436)

(4,363) ■ 高付加価値事業への注力による収益性の高い
事業基盤の確立

982

355

3402,589

△３％

自動車

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連部材

その他△４％
自動車・輸送機器関連部材： センサー、ターボ部材
エレクトロニクス関連部材： スマートフォン用部材

事業投資戦略 推進

446

560

1,008

1,500 ＋２５％

自動車・
輸送機器
関連部材

工業関連

■ 事業投資戦略の推進

自動車部品・光通信分野への投資による事業拡大
（アセアン、ブラジル、メキシコ等）

779
1,079

0

＋３８％

工業関連
部材 ■ 素材から機能部品にいたる

バリューチェーン（ＶＣ）構築による付加価値向上

■ ロジスティクス・ファイナンスを含む商社機能活用に
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0 
15/3 16/3(e)

＜日本基準＞＜ＩＦＲＳ＞

（ ）は純額表示取引を
含む取扱高

■ ロジスティクス・ファイナンスを含む商社機能活用に
よるＳＣＳ事業のグローバル展開



経営方針

１．
成長分野へのリソースシフトによる事業ポートフォリオ強化

２
事業領域・地域特性を踏まえたグローバル成長戦略の加速

２．

３
お客様視点での事業創造力の強化

３．
お客様視点 事業創造力 強化

全体最適意識の浸透による自律分散型組織運営の実行

“Challenge to Change” (変革への挑戦)

全体最適意識の浸透による自律分散型組織運営の実行

お客様の個別化ニーズにきめ細かく応えるべく、
高度に専門化の進んだソリ シ ンビジネスを推進
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高度に専門化の進んだソリューションビジネスを推進



５ 補足資料

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
（e）は今回予想

５．補足資料

（ ）は今回予想
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市場動向と受注高推移（電子デバイスシステム）

半導体製造装置市場（前工程）

（億ＵＳＤ）
前回予想 前期比

受注高の推移

（億円）
前年同期比

前年同期比
(後工程除く)

800

400 

+2%
+8% △3%

前回予想

15/3 1,107 △16% 16/3 １,１29 +22%

570 559
42

308 334 325

200 

前回予想

△19%
△13% +42% +6%

537
569

136

42

400
0 

15/3 16/3(e) 17/3(e)

537

後工程

401 527

（出所） Ｇａｒｔｎｅｒ（１５年４月）データに基づき当社作成
前回予想は１４年１０月の１５年３月期２Ｑ決算発表時の見通し

ＤＲＡＭ Ｌ ｉ その他Ｆ ｄＭＰＵ

前工程装置 分野別売上高比率
前工程

0

ＤＲＡＭ ＮＡＮＤ Ｌｏｇｉｃ その他ＦｏｕｎｄｒｙＭＰＵ

16/3(ｅ)

15/3
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0
14/1H 14/2H 15/1H(e) 15/2H(e)

29

0% 50% 100%

16/3(ｅ)



設備投資額・減価償却費・研究開発費/地域別売上高

１４／３ １５／３ 前期比 １６／３（e） 前期比

（億円）■設備投資額・減価償却費・研究開発費

設 備 投 資 額 １８９ １４５ △２３％ １２９ △１１％

減 価 償 却 費 ９４ １０８ ＋１５％ １１８ ＋９％

研 究 開 発 費 ２１１ ２０１ △５％ ２２６ ＋１２％

（注）設備投資額は取得ベースにて記載

（億円）■地域別売上高

日本 北米 欧州 その他 計
中国大陸

（億円）■地域別売上高

アジア

１４／３
売 上 高 ２,６６７ ８５４ ７８０ ２,０００ ８５０ ８９ ６,３９１

構 成 比 率 ４２％ １４％ １２％ ３１％ １３％ １％ １００％

１５／３
売 上 高 ２,６３２ ６５０ ９７７ ２,０５４ ８２４ ６２ ６,３７５
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構 成 比 率 ４１％ １０％ １６％ ３２％ １３％ １％ １００％



四半期業績の推移

（億円）

１４年

１Ｑ

１４年

２Ｑ

１４年

３Ｑ

１４年

４Ｑ

売上高 ３４６ ３００ ２５９ ３３９
電 子 デ バ イ ス シ ス テ ム

売上高 ３４６ ３００ ２５９ ３３９

営業利益 ８１ ２８ ３１ ３２

フ ァ イ ン テ ッ ク シ ス テ ム
売上高 １２ ２３ １４ ５０

営業利益 △６ △４ △４ ７

売
上
高

営業利益 △６ △４ △４ ７

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム
売上高 ３８８ ４１３ ３９６ ４４４

営業利益 ６３ ６１ ６２ ６４

売上高 １７４ ２１３ １８４ ２７８/

営
業
利
益

産 業 ・ I T シ ス テ ム
売上高 １７４ ２１３ １８４ ２７８

営業利益 △９ ６ △４ ９

先 端 産 業 部 材
売上高 ６４４ ６４７ ６５１ ６４６

営業利益 ６ ４ ７ ５益 営業利益 ６ ４ ７ ５

そ の 他 ・ 調 整 額
売上高 △１４ △１２ △９ △１４

営業利益 △１ △７ ８ ３

売 高 １ ５５０ １ ５８４ １ ４９６ １ ７４５
合計

売上高 １,５５０ １,５８４ １,４９６ １,７４５

営業利益 １３５ ８８ ９９ １２０

経常利益 １３４ ８２ ９３ １１３
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当期利益 ９２ ５９ ５８ ７２



主要製品群別売上高の状況

（億円） １４年１Ｑ １４年２Ｑ １４年３Ｑ １４年４Ｑ

電子デバイスシステム ３４６ ３００ ２５９ ３３９

プロセス製造装置 １６０ １２９ １２１ １３６

（億円）

製 装

評価装置 １３５ １００ ９３ １８５

後工程・実装装置 ５２ ７１ ４５ １９

ファインテックシステム １２ ２３ １４ ５０

社会インフラ検査 １ ５ ４ ２４

産業インフラ １２ １９ １０ ２６

科学・医用システム ３８８ ４１３ ３９６ ４４４

電子顕微鏡 ４５ ９３ ６５ ９９電子顕微鏡 ４５ ９３ ６５ ９９

科学機器 ４６ ６４ ５２ ８６

メディカル製品 ２６１ ２２２ ２５２ ２３０

バイオ製品その他 ３６ ３４ ２７ ２９

産業・ＩＴシステム １７４ ２１３ １８４ ２７８

産業ソリューション ７１ １３０ １０８ １９０

ＩＣＴソリューション １０２ ８３ ７６ ８８

先端産業部材 ６４４ ６４７ ６５１ ６４６先端産業部材 ６４４ ６４７ ６５１ ６４６

工業関連部材 １９１ １９３ １９７ １９７

自動車・輸送機器関連部材 １０３ １０９ １１８ １１６

エレクトロニクス関連部材 ２６０ ２４８ ２５１ ２５０

Copyright ©2015 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 32

機能化学品その他 ９０ ９７ ８５ ８４



＜資料取り扱い上の注意＞
・ 本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は 注記がある場合を除き すべて連結であり 億円未満を四捨五入しています本プレゼンテ ションで述べられている決算概要及び業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結であり、億円未満を四捨五入しています。
・ 当社が開示する将来の業績見通しや戦略等に関する予想は、開示時点で知りうる情報や合理的と思われる前提をもとに策定しており、さまざまな外部要因による直接的・間接的な影響により、
実際の当社の業績等が開示内容と異なる可能性があります。但し、開示内容との間に大きな乖離がある場合は、法令や証券取引所が定める適時開示規則並びに当社の自主的な判断に基づき、
その都度開示していきます。

また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で
なさるようにお願いいたします。
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２０１５年３月期決算説明会資料２０１５年３月期決算説明会資料

お問合せ先
ＣＳＲ本部 ＣＳＲ・コーポレートコミュニケーション部ＣＳＲ本部 ＣＳＲ コ ポレ トコミュニケ ション部
部長 横井 芳人
TEL：03-3504-5138 FAX：03-3504-5943
E-mail：yoshito.yokoi.yp@hitachi-hightech.com
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